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１．概要（Summary） 

現在、高密度化かつ高精度動作が可能である次世代

不揮発性メモリとして利用が考えられるスピン素子に、磁

壁内に存在するスピンブロッホラインがある。今までに強

磁性薄膜中の磁壁内のスピンブロッホラインを観測した報

告は無く、このスピンブロッホラインを直接観測することは

研究課題の一つである[1]。そこで、本研究では、豊田工

業大学、粟野博之教授の研究室が有している TMR 装置

(ナノ MDS)を利用して、磁壁内の磁化の変化領域である

ブロッホラインの直接観測を試みた。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

青色レーザー偏光顕微鏡、TMR 装置(ナノ MDS)  
【実験方法】 

試料は、垂直磁気異方性を有する強磁性体薄膜であ

る。試料を磁壁が存在する用にくさび形状に加工し、

ナノ MDS 装置により磁壁の有無を調べた。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
試料を観察した結果を Fig. 1 に示す。試料から漏れ

ている磁界は、-10 mT であることが分かった。単磁

区状態は観察できたが、磁壁は観察できなかった。試

料の一部に局所的にレーザーを当て、レーザーが当た

ったスポットから磁化反転を試み、磁壁を試料内に生

成することを試みた。しかしながら、磁壁移動速度が

速く、磁化反転が早く起きたため、くさび形部に磁壁

が止まることは無かった。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
今回観察した試料では試料中の磁化は単磁区状態

の方が優位であり、磁壁をくさび形部に止めることが

できなかった。今後の課題としては、垂直磁気異方性、

飽和磁化がある程度大きい、異なる単層膜の垂直磁化

膜(e.g. Co/Pt [2])を作製し、くさび形状に加工した試

料内に磁壁が存在できるかを確認する必要がある。 
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Fig. 1 Observation of the domain by the 
nano-MDS.  


